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倉

本

昭

は
じ
あ
に

 
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
中
川
錯
塩
は
、
寛
保
二
(
一
七
四
二
)
年
に
神
宮
家
・

荒
木
田
姓
七
氏
の
う
ち
中
川
神
主
家
に
生
ま
れ
た
。
皇
太
神
宮
禰
宜
と
し
て
、

従
三
位
、
三
禰
宜
に
ま
で
上
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
本
居
宣
長
を
筆
頭
と

す
る
当
時
の
和
学
者
と
広
く
交
流
を
結
び
、
そ
の
実
態
が
『
経
雅
卿
雑
記

(
乱
塾
神
主
筆
記
)
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

 
こ
の
た
び
『
近
世
文
学
研
究
の
新
展
開
-
俳
譜
と
小
説
』
(
ぺ
り
か
ん
社

 
平
成
十
六
年
)
に
寄
せ
た
拙
稿
「
経
雅
卿
雑
記
拾
遺
」
で
は
、
こ
の
『
雑
記
』

を
資
料
に
、
経
雅
と
宣
長
と
の
交
流
に
つ
い
て
筆
を
つ
い
や
し
た
。
し
か
し

宣
長
関
連
資
料
の
落
穂
拾
い
に
傾
斜
す
る
あ
ま
り
、
経
雅
の
交
流
圏
の
具
体

相
と
、
そ
の
文
芸
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

 
こ
れ
ま
で
文
芸
史
上
で
、
経
雅
の
雑
記
が
ま
と
も
に
取
り
あ
つ
か
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
の
は
、
宣
長
と
の
交
流
記
事
に
触
れ
る
に
せ
よ
、
二
次
的
資
料

に
と
ど
ま
る
こ
と
が
理
由
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
大
部
な
自

筆
写
本
の
内
容
を
詳
細
に
吟
味
し
て
い
く
と
、
宣
長
の
伝
記
研
究
に
資
す
る

に
と
ど
ま
ら
ぬ
、
重
要
な
価
値
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
れ
は
、
当
時
の

神
官
階
級
な
ら
び
に
御
師
階
級
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
文
芸
サ
ー
ク
ル
と
で

も
い
う
べ
き
も
の
が
存
在
し
、
そ
こ
に
鈴
屋
門
の
和
学
者
が
出
入
り
す
る
こ

と
で
、
伊
勢
を
中
心
と
し
て
同
心
円
状
に
広
が
る
学
術
情
報
網
が
確
立
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
す
る
点
に
求
め
ら
れ
る
。
サ
ー
ク
ル
の
文
芸
活
動
の
実
態

は
、
宣
長
関
連
資
料
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
鮮
明
に
な
る

は
ず
で
あ
る
が
、
経
雅
の
記
録
の
価
値
は
、
そ
の
サ
ー
ク
ル
の
実
態
を
神
主
・

御
師
階
級
の
側
か
ら
と
ら
え
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
中
世
に
お
け
る
神
宮
神

官
の
連
歌
会
の
実
態
は
、
既
に
充
分
な
研
究
が
備
わ
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

江
戸
時
代
の
御
師
た
ち
の
文
芸
活
動
に
つ
い
て
は
、
近
年
よ
う
や
く
研
究
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
 

盛
ん
に
な
り
は
じ
め
た
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
御
師
の
歴
史
的
・
宗
教

史
的
・
民
俗
学
的
意
義
に
関
し
て
も
、
緻
密
な
研
究
が
備
わ
る
の
に
関
わ
ら

ず
、
そ
れ
ら
が
文
学
研
究
者
に
よ
つ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
し
、
文
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学
の
専
門
家
も
含
め
た
学
際
的
な
御
師
研
究
が
ま
と
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
寡

聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
御
師
に
関
す
る
最
良
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、
平

成
十
四
年
三
月
に
行
わ
れ
た
「
御
師
廃
絶
1
3
0
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
資
料
「
伊
勢
の
町
と
御
師
-
伊
勢
神
宮
を
支
え
た
力
i
」
(
皇
學
館
大
学

史
料
編
纂
所
内
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
編
)
が
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
も

岡
田
芳
幸
氏
に
よ
る
調
査
報
告
「
伊
勢
の
町
と
芸
能
」
が
文
芸
と
の
関
わ
り

で
は
重
要
で
あ
る
が
、
連
歌
俳
譜
・
和
学
と
い
っ
た
方
面
と
か
ら
め
た
報
告

は
な
い
。

 
と
す
れ
ば
、
『
経
雅
卿
雑
記
』
に
も
と
づ
い
た
拙
稿
を
書
き
継
い
で
、
神

官
・
御
師
に
よ
る
文
芸
サ
ー
ク
ル
の
実
態
を
一
層
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
、

そ
れ
な
り
の
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
自
分
は
経
雅
と
ほ
ぼ
同
時
代

に
活
躍
し
た
内
宮
御
師
の
妻
・
荒
木
田
麗
女
の
研
究
を
続
け
て
き
た
が
、
彼

女
の
交
友
圏
と
経
雅
ら
の
サ
ー
ク
ル
と
が
重
な
る
部
分
の
少
な
い
の
も
興
味

 
 
 
 
 

深
い
。
そ
の
理
由
は
両
方
の
研
究
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
お
の
ず
か
ら
明

ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
神
宮
に
は
毒
素
ら
が
中
心
と
な
っ
た
サ
ー

ク
ル
以
外
に
も
複
数
の
輪
が
存
在
し
た
ら
し
い
こ
と
は
等
閑
視
で
き
ま
い
。

そ
れ
ら
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
関
わ
っ
た
り
対
立
し
た
り
並
存
し
た
り
し
て

い
た
か
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
全
て
は
、
経
雅
の

交
友
圏
で
行
わ
れ
た
文
芸
活
動
の
実
態
を
浮
き
彫
り
に
し
た
あ
と
に
検
討
す

べ
き
課
題
で
あ
る
。

 
今
回
は
、
そ
の
経
雅
の
サ
ー
ク
ル
に
い
る
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
、
懇
意
に

し
て
い
た
画
僧
・
月
偲
を
と
り
あ
げ
て
、
両
者
の
交
友
の
あ
り
か
た
を
眺
め
、

そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。

一

 
月
倦
は
名
古
屋
に
生
ま
れ
、
七
歳
で
薙
髪
、
玄
瑞
を
名
に
得
て
、
十
六
歳

で
得
度
し
た
。
若
く
し
て
画
才
に
恵
ま
れ
、
そ
れ
を
見
込
ん
だ
師
僧
の
関
通

上
人
に
よ
っ
て
江
戸
は
芝
の
増
上
寺
に
派
遣
さ
れ
る
。
増
上
寺
法
主
の
妙
誉

定
月
大
僧
正
の
斡
旋
で
、
桜
井
雪
館
に
つ
い
て
画
を
学
び
、
定
月
か
ら
一
字

を
賜
わ
り
月
倦
と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
十
四
歳
の
頃
に
江
戸
を
去
り
、

京
に
移
る
と
、
三
年
に
わ
た
り
円
山
応
挙
に
つ
い
て
画
道
に
精
進
し
た
。
伊

勢
の
宇
治
中
之
地
蔵
町
寂
照
寺
の
八
世
住
職
に
な
っ
た
の
は
、
月
倦
三
十
四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

の
時
、
安
永
三
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

 
月
傷
は
画
僧
と
し
て
伊
勢
で
は
現
在
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
美
術
史
上

で
の
評
価
は
い
か
ほ
ど
の
も
の
か
。
彼
の
画
業
に
関
し
て
は
、
早
く
は
昭
和

四
十
九
年
、
浜
口
良
光
氏
に
よ
る
『
月
倦
上
人
-
伝
記
と
作
品
』
(
月
界
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

人
顕
彰
会
 
刊
)
が
あ
る
が
、
大
部
な
研
究
書
は
見
あ
た
ら
な
い
。

 
近
年
、
こ
の
月
倦
に
関
し
て
、
注
目
す
べ
き
論
考
が
あ
ら
わ
れ
た
。
『
三

重
大
学
教
育
学
玉
手
究
紀
要
(
人
文
・
社
会
科
学
)
』
第
五
十
三
巻
(
平
成
十
四

年
三
月
)
に
収
め
ら
れ
た
山
口
泰
弘
氏
の
「
画
僧
月
倦
の
同
時
代
評
価
に
つ

い
て
の
文
献
的
検
討
」
で
あ
る
。

 
山
口
氏
は
近
世
の
画
論
類
を
博
捜
し
て
、
月
倦
の
同
時
代
評
を
ま
と
め
、

江
戸
時
代
画
檀
に
お
け
る
月
倦
の
位
置
付
け
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
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れ
ば
、
彼
の
絵
の
評
価
は
殿
誉
相
半
ば
し
て
い
る
。
と
す
る
と
、
現
在
に
お

け
る
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
に
照
ら
し
て
も
、
月
倦
を
美
術
史
上
極
め
て
高
い
位

置
に
お
く
こ
と
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
本
稿
は
彼
の
画
業
の
美
術
史
的
価
値
を
論
じ
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
は

な
い
。
あ
く
ま
で
経
雅
と
の
交
友
の
実
態
を
探
り
た
い
の
で
あ
る
。
月
倦
の

記
事
を
追
う
こ
と
で
、
経
雅
サ
ー
ク
ル
の
あ
り
よ
う
の
一
端
が
見
え
た
ら
、

本
稿
の
当
面
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
る
。

 
た
だ
、
画
論
の
中
の
月
倦
像
、
ま
た
画
論
の
評
価
を
も
と
に
形
成
さ
れ
る

月
詫
言
に
、
実
際
の
彼
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
齪
館
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
と

い
う
問
題
は
提
起
し
て
お
い
て
よ
い
。

 
た
と
え
ば
山
口
氏
が
引
用
す
る
資
料
の
中
で
、
注
目
す
べ
き
評
に
以
下
の

も
の
が
あ
る
。

 
最
初
の
例
は
角
田
九
華
の
『
近
世
叢
語
』
戸
々
よ
り
。
書
き
下
し
は
倉
本

に
よ
る
。
ま
た
表
記
は
現
行
の
字
体
に
直
し
た
。

 
名
四
方
に
顕
は
れ
、
請
求
す
る
者
絶
え
ず
。
こ
こ
を
以
て
致
貨
巨
万
、
そ

の
貧
銭
甚
だ
し
き
を
以
て
す
。
人
或
い
は
こ
れ
を
識
る
。
晩
に
及
び
山
門
を

建
て
、
仏
殿
を
修
す
。
広
く
経
疏
を
買
ひ
、
貧
民
を
振
救
す
。

殆
ど
同
様
の
言
が
田
能
村
竹
田
『
山
中
人
饒
舌
』
に
も
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、

一
時
名
四
方
に
課
し
。

 
 
 
 
 
あ
っ

請
求
す
る
者
躇
ま
り
至
る
。

揮
漉
の
際
に
当
り
て

は
、
夜
を
以
て
日
に
継
ぐ
。
専
行
巨
万
、
晩
年
山
門
を
建
て
、

広
く
経
疏
を
買
ひ
、
貧
民
を
振
救
す
。
遽
魎
金
偏
な
り
。

仏
殿
を
修
し
、

 
以
上
の
も
の
に
よ
れ
ば
月
食
は
頻
繁
に
画
を
所
望
さ
れ
、
揮
筆
料
で
相
当

の
稼
ぎ
を
し
た
が
、
晩
年
に
至
っ
て
、
そ
の
富
を
榔
ち
伽
藍
を
整
備
し
、
困

苦
に
あ
え
ぐ
人
民
の
救
済
を
心
が
け
た
と
い
う
。
彼
の
令
名
は
、
白
井
華
陽

『
画
乗
要
略
』
に
「
最
も
山
水
人
物
に
長
じ
、
四
方
こ
れ
を
重
ん
ず
。
識
者

そ
の
格
随
な
る
を
惜
し
む
。
し
か
れ
ど
も
身
偏
鄙
の
地
に
在
り
、
名
を
海
内

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
馳
す
る
も
亦
偉
な
ら
ず
や
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
一
方
で
、

蓄
財
観
念
に
長
じ
た
こ
と
へ
の
批
判
も
幾
分
あ
ず
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
彼

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
画
に
俗
気
を
見
る
向
き
も
あ
っ
た
。

 
だ
が
こ
れ
ら
は
月
倦
の
生
活
圏
に
直
接
交
わ
り
、
そ
の
芸
術
活
動
に
触
れ

た
人
々
の
評
語
で
は
な
い
。
も
っ
と
血
の
通
っ
た
月
悟
の
姿
は
見
ら
れ
な
い

の
だ
ろ
う
か
。

 
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
司
馬
江
漢
の
『
西
遊
日
記
』
天
明
八
年
八
月
五
日
の

記
事
が
あ
る
。
月
倦
を
訪
ね
た
江
漢
は
「
吾
は
東
都
の
者
に
て
司
馬
江
田
と

云
ふ
者
な
り
、
足
下
吾
名
を
知
ら
ず
や
」
と
挨
拶
し
、
「
如
何
に
も
知
ら
ず
」

と
つ
っ
け
ん
ど
ん
に
返
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
蘭
画
を
見
せ
る
や
月
倦
は
「
忽

ち
其
の
挨
拶
変
り
て
」
、
つ
ま
り
態
度
を
改
め
、
「
先
づ
内
宮
へ
参
詣
し
て
、

我
方
に
て
お
宿
致
す
べ
し
、
ゆ
る
ゆ
る
滞
留
し
給
へ
」
と
勧
め
た
。
月
回
は

「
肴
も
無
き
酒
を
出
し
、
漸
く
五
更
過
ぎ
に
」
江
漢
に
就
寝
の
暇
を
与
え
た

ほ
ど
、
江
漢
一
正
確
に
は
彼
の
描
く
蘭
画
に
関
心
を
持
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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江
漢
は
蘭
画
を
所
望
す
る
月
倦
に
二
見
が
浦
を
見
物
し
て
戻
っ
て
く
る
と
言

い
置
き
、
「
ダ
シ
ヌ
ケ
に
出
立
し
け
れ
ば
、
月
餅
甚
だ
腹
を
立
ち
け
る
と
そ
」

と
記
し
て
い
る
。
江
漢
の
筆
は
辛
ら
つ
で
、
月
白
は
滑
稽
な
役
割
を
演
じ
た

末
に
、
画
風
に
つ
い
て
「
彼
れ
が
如
き
ザ
ツ
画
に
非
ず
」
と
さ
え
い
わ
れ
て

 
 
ア
 

い
る
。

 
も
う
一
つ
は
小
川
白
山
『
蕉
斎
筆
記
』
巻
十
の
記
事
で
あ
る
。
寛
政
十
一

年
六
月
九
日
京
を
出
立
し
た
白
山
は
月
倦
に
会
お
う
と
伊
勢
に
向
う
。
「
十

二
日
は
伊
勢
え
着
、
直
に
寂
照
寺
月
仙
上
人
へ
行
け
れ
ば
、
あ
ゆ
て
弾
む
か

ひ
、
い
つ
ま
で
も
逗
留
す
べ
し
な
ど
、
画
な
ど
数
々
出
来
、
長
途
の
労
を
慰

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

め
酒
食
ほ
し
い
ま
ま
な
り
」
と
歓
待
さ
れ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

 
こ
れ
ら
は
月
倦
の
姿
や
人
柄
が
リ
ア
ル
に
伝
わ
る
エ
■
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
画
業
に
つ
い
て
は
詳
し
く
触
れ
な
い
。

 
私
が
本
稿
に
月
々
を
と
り
あ
げ
た
第
一
の
理
由
は
、
彼
が
本
居
大
平
と
並

ん
で
、
経
口
の
懇
意
の
人
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
当
然
、
記
録
中
の

登
場
回
数
も
多
い
。
ま
さ
に
経
雅
の
交
友
の
あ
り
か
た
を
探
る
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
、
上
記
諸
記
録
に
は
な
か
っ
た
、
月
下
の
画
業
に

関
す
る
記
述
の
見
ら
れ
る
こ
と
が
第
二
の
理
由
と
な
る
。
経
雅
の
記
録
は
、

こ
の
画
趣
の
画
業
の
実
態
を
探
る
上
に
も
第
一
周
半
資
料
と
な
り
え
よ
う
。

 
以
下
に
『
経
雅
卿
雑
記
』
の
月
倦
関
連
記
事
を
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
に

 
 
 
 

す
る
。

三

 
現
在
神
宮
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
自
筆
本
『
謡
講
卿
雑
記
』
の
記
事
は

寛
政
五
年
よ
り
始
ま
る
。
巻
一
、
寛
政
五
年
二
月
の
記
事
に
、
は
じ
め
て
月

倦
の
名
が
あ
ら
わ
れ
る
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
月
倦
の
記
事
を
抄
出
し
、
そ

の
都
度
解
説
を
加
え
る
。
ま
た
記
事
の
頭
に
便
宜
上
整
理
番
号
を
付
す
る
こ

と
に
す
る
。

①
寛
政
五
年
丑
二
月
、
早
田
但
見
定
義
頼
二
曲
寂
照
寺
月
仙
へ
並
の
き
ぬ

 
地
幅
長
サ
廿
三
尺
壱
寸
余
、
日
ノ
二
二
双
鶴
相
年
候
。
鼻
息
礼
金
百
疋

 
遣
候
。
き
ぬ
地
別
当
遣
候
。
同
二
月
廿
五
日
送
り
翼
果
二
戸
、
即
早
田

 
迄
命
毛
。

 
文
中
の
早
田
は
中
村
に
住
し
た
経
雅
懇
意
の
医
師
で
あ
る
。
経
廻
の
著
書

『
心
高
真
語
』
(
大
神
宮
叢
書
『
大
神
宮
儀
式
解
・
外
宮
儀
式
解
』
付
録
「
中

川
経
雅
卿
伝
」
に
翻
刻
)
に
よ
る
と
天
明
三
年
経
雅
が
病
の
床
に
臥
し
た
際
、

本
居
宣
長
ら
と
共
に
往
診
し
て
い
る
。

②
寛
政
八
丙
辰
三
月
廿
六
日
鳥
羽
稲
垣
信
濃
守
長
続
参
宮
。
鳥
羽
稲
垣
信

 
濃
守
家
老
稲
垣
弥
惣
右
衛
門
へ
送
候
。

 
 
本
居
染
筆
 
ひ
き
紙
二

 
 
 
 
 
早
春
霞

 
 
君
か
世
に
あ
ふ
う
れ
し
さ
は
来
る
春
も
四
方
の
霞
の
色
に
出
け
り
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川
経
雅
の
交
友
録
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画
僧
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月
倦
と
の
友
情



中
川
経
雅
の
交
友
録
-
画
僧
・
月
偲
と
の
友
情

寂
照
皐
月
絵
画
扇

 
蘭
花
已
に
散
花
画

 
賛
二
萬
片
飛
花
ト
有
し
。

同
時
信
濃
守
殿
へ
上
候
、
血
書
。

 
月
臨
画
 
二
枚

 
唐
紙
う
す
墨
地
(
以
下
は
同
筆
後
補
)

 
鶴
亀
二
よ
り
し
人
物
二
枚
也
。

右
上
候
。

宣
長

 
稲
垣
長
続
は
鳥
羽
藩
主
。
清
遠
の
俳
号
を
持
つ
。
弥
惣
右
衛
門
房
至
は
家

老
職
。
経
雅
か
ら
書
物
を
確
り
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
記
事
中
の
宣
長
和

歌
は
『
鈴
屋
歌
集
』
一
之
巻
に
見
え
、
寛
政
四
年
に
詠
ま
れ
た
。
ひ
き
紙
は

引
染
め
に
し
た
紙
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

日
祈
誓
内
人
で
宣
長
門
。
経
雅
と
は
懇
意
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
当
時
父
・

末
偶
も
在
世
し
て
お
り
、
七
月
八
日
に
は
宣
長
書
簡
を
経
雅
ま
で
送
っ
て
い

る
。
内
容
は
宣
長
の
桑
名
行
を
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
経
雅
は
九

月
に
末
寿
書
『
み
そ
ぎ
の
海
』
の
序
文
を
送
っ
た
。
鈴
屋
か
ら
の
消
息
は
末

偶
・
末
寿
父
子
を
経
由
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
経
回
サ
ー
ク

ル
の
重
要
人
物
と
い
え
る
。
な
お
月
傷
画
の
礼
金
は
①
を
参
照
す
る
と
一
枚

百
疋
が
基
準
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

④
寛
政
八
丙
辰
十
二
月
、
孫
福
主
税
察
経
、
旦
家
よ
り
懇
望
二
曲
預
御
紹

 
介
、
中
之
地
蔵
町
寂
照
寺
月
仙
之
画
申
請
度
候
、
老
子
之
画
、
-
商
山
四

 
皓
之
画
御
璽
被
下
紐
様
申
候
。
金
百
疋
差
越
候
。
塩
素
手
紙
月
仙
へ
申

 
入
貢
処
、
同
月
七
日
心
奥
候
間
、
孫
福
へ
相
渡
。

 
き
ぬ
地
竪
物
 
老
子
牛
二
乗
画

 
巻
紙
よ
こ
物
 
南
山
四
皓
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③
寛
政
八
辰
七
月
廿
四
日
、
兼
而
寂
照
寺
月
面
血
相
頼
候
画
き
ぬ
地
二
帖

 
認
差
越

 
 
益
谷
大
学
頼
 
礼
金
弐
百
疋

 
 
一
ふ
く
 
臥
龍
孔
明

 
 
一
ふ
く
 
楠
正
成

 
孫
福
察
知
は
宇
治
下
館
町
の
物
忌
家
で
、
孫
福
館
大
夫
を
名
乗
っ
た
。
実

は
経
雅
の
四
男
で
、
安
永
八
年
の
生
。
天
明
六
年
に
物
忌
家
・
孫
福
弘
利
の

養
子
と
な
っ
た
。
商
山
四
皓
の
画
と
は
商
山
に
隠
れ
た
四
人
の
老
人
を
画
題

に
し
た
も
の
。

益
谷
大
学
は
菊
谷
末
偶
の
息
で
末
寿
。
別
称
を
大
学
。
内
宮
権
禰
宜
、
風
 
 
⑥
寛
政
十
年
正
月
十
一
日
、
中
之
地
蔵
町
並
照
寺
住
持
月
仙
和
尚
、
追
尊



 
賀
入
来
。
予
経
雅
不
在
不
知
。
面
拝
。
為
年
玉
扇
一
本
送
候
。
給
候
件

 
画
俺
偏
人
冠
獅
子
頭
、
従
者
袋
持
、
互
吹
合
燗
草
煙
之
図
也
。

⑥
寛
政
十
一
年
己
未
正
月
中
之
地
蔵
町
寂
照
寺
自
盛
和
尚
江
寿
老
人
鶴
を

 
愛
し
候
図
画
給
候
様
申
入
。
謝
義
金
百
疋
。
き
ぬ
代
八
匁
差
遣
候
爵
、

 
余
算
九
日
相
盗
被
豊
凶

 
寿
老
人
と
鶴
之
図
御
急
需
、
即
二
言
持
上
皇
。
御
落
掌
可
被
下
候
。
万
々

 
其
内
懸
御
目
可
申
上
層
。
草
々
不
麿
ハ
。

 
 
正
月
廿
八
日
 
 
寂
照
月
仙

 
中
川
三
神
二
様

 
右
画
面
孫
福
館
内
石
川
奄
々
半
右
衛
門
へ
相
嫁
候
。

 
⑥
は
⑤
と
異
な
り
特
別
に
注
文
の
絵
ゆ
え
礼
金
が
生
じ
た
。
石
川
布
忠
は

「
い
し
か
わ
の
ぶ
た
だ
」
。
孫
福
館
大
夫
察
経
の
家
人
と
あ
る
が
、
館
大
夫
家

の
手
代
で
あ
る
。
ま
た
月
傷
が
度
々
経
雅
の
館
を
訪
問
し
た
こ
と
は
⑤
や
以

下
の
記
事
に
照
ら
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

 
 
へ
恵
候
掛
軸
重
事
、
布
忠
懇
望
、
価
送
油
。
豊
漁
礼
少
子
方
へ
酒
弐
升

 
 
差
越
候
。

 
⑥
で
注
文
し
た
絵
を
受
け
て
よ
り
五
口
後
、
歯
骨
は
息
子
と
、
そ
の
手
代

を
連
れ
て
寂
照
寺
に
赴
く
。
⑥
の
礼
を
兼
ね
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
不
忠
は

絵
画
に
関
心
の
深
い
手
代
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
狗
図
(
月
偲
の
で
は
な
い
)
を

経
路
の
館
に
も
た
ら
し
、
賛
を
乞
う
た
こ
と
が
同
年
春
の
こ
と
と
し
て
見
え

る
。
ま
た
、
何
よ
り
こ
こ
で
は
非
常
に
く
つ
ろ
い
だ
経
由
と
月
偏
の
姿
が
垣

間
見
ら
れ
る
。
月
倦
は
嘉
落
不
羅
、
か
な
り
酒
を
た
し
な
ん
だ
よ
う
で
、
江

漢
や
白
山
が
接
待
を
受
け
た
記
録
も
思
い
あ
わ
せ
ら
れ
よ
う
。
こ
う
い
う
人

柄
だ
か
ら
、
経
雅
も
無
遠
慮
に
一
筆
所
望
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
画
面
で
酔

余
即
興
の
作
を
仕
上
げ
る
様
子
に
、
『
山
中
人
饒
舌
』
の
以
下
の
記
述
が
あ

な
が
ち
間
違
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
。

 
人
物
簡
に
し
て
質
倉
。
迫
塞
の
処
無
し
。

す
と
錐
も
、
又
是
れ
天
趣
あ
り
。

多
作
に
因
り
て
漸
く
精
熟
を
致
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⑦
寛
政
十
一
年
己
未
二
月
五
旦
二
古
経
雅
寂
照
寺
月
仙
山
見
訪
申
候
。
件

 
序
孫
福
主
税
察
経
・
同
家
人
石
川
半
右
衛
門
布
忠
同
道
申
。
自
今
懇
情

 
申
返
百
様
申
入
。
三
予
年
玉
筆
三
対
送
候
。
察
経
・
布
忠
各
南
錬
壱
片

 
宛
送
主
。
月
虹
上
人
対
面
富
岳
房
別
屋
。
酒
奨
已
。
任
奢
乞
。
小
子
江

 
掛
軸
一
幅
、
与
察
経
布
石
ヘ
ハ
扇
一
握
之
白
画
質
候
。
此
々
別
婚
姻
壱

 
片
小
子
6
送
候
。
横
物
二
ふ
く
望
候
処
、
早
速
相
認
呉
申
候
。
右
小
子

 
そ
れ
に
し
て
も
、
い
く
ら
酔
余
と
は
い
え
、
月
倦
が
与
え
た
画
と
経
雅
の

謝
儀
は
釣
り
合
わ
な
い
感
が
あ
る
。
百
疋
で
一
幅
が
常
の
と
こ
ろ
、
二
朱
銀

一
片
で
横
物
二
幅
ま
で
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
経
由
と
月
球
と
の

親
曙
の
程
が
感
得
さ
れ
、
後
者
の
大
様
な
性
質
を
読
み
取
れ
ば
し
て
も
、
礼

金
に
拘
泥
す
る
売
僧
経
た
る
姿
は
認
め
ら
れ
な
い
。

中
川
経
雅
の
交
友
録
1
画
僧
・
月
倦
と
の
友
情



中
川
経
雅
の
交
友
録
1
画
僧
・
月
悟
と
の
友
情

⑧
(
寛
政
十
一
年
己
未
二
月
八
日
の
記
事
、

 
書
物
貸
借
へ
の
礼
状
来
る
)

稲
垣
弥
惣
右
衛
門
房
至
か
ら

且
又
月
仙
画
扇
一
本
被
下
表
候
。
今
一
本
俸
へ
遣
し
申
度
候
。

入
候
ハ
・
御
恵
被
下
候
様
申
来
。
(
こ
の
記
事
前
後
略
す
)

御
手
二

今
在
家
町
の
御
師
O
『
大
神
宮
儀
式
解
』
付
録
の
「
中
川
経
雅
卿
伝
」
(
「
大

神
宮
叢
書
」
の
う
ち
『
大
神
宮
儀
式
解
・
外
宮
儀
式
解
』
の
下
巻
。
昭
和
十

年
)
で
は
経
雅
の
館
を
「
今
在
家
町
」
と
考
証
す
る
か
ら
、
そ
れ
に
従
え
ば
、

栗
谷
大
夫
は
近
所
に
い
た
こ
と
に
な
る
。
家
来
は
手
代
の
こ
と
。

⑨
寛
政
拾
壱
年
風
圧
五
月
六
日
(
稲
垣
干
犯
に
書
簡
を
送
る
。
そ
の
文
言
)

其
節
寂
照
寺
月
仙
師
画
扇
之
事
被
仰
下
候
間
、
申
遣
候
得
共
事
多
趣
二

而
埼
や
り
不
申
。
於
承
拠
や
り
ニ
ハ
不
仕
候
得
と
も
あ
ま
り
延
引
故
、

此
間
小
子
罷
越
セ
あ
付
旧
劇
兆
候
間
、
此
節
遣
上
申
候
。
(
こ
こ
驚
頭

に
「
月
仙
画
扇
弐
本
差
遣
」
と
あ
り
)

 
二
月
五
日
、
月
倦
画
房
で
絵
を
所
望
し
て
よ
り
後
、
鳥
羽
藩
家
老
よ
り
注

文
が
あ
り
、
そ
れ
が
滞
っ
て
い
る
の
で
塁
壁
は
再
び
上
人
を
訪
う
た
。
「
セ

め
付
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
点
に
両
者
の
親
し
い
間
柄
が
読
み
取
れ
る
。

⑩
寛
政
十
一
未
十
月
廿
八
日
、
栗
谷
寿
老
大
夫
家
来
細
部
喜
代
助
、
願
月

 
仙
方
画
事
類
遣
。
即
刻
東
方
朔
竪
物
一
枚
、
墨
画
牡
丹
よ
こ
物
一
枚
、

 
扇
壱
本
鋤
骨
越
候
。

栗
谷
寿
老
大
夫
(
ク
リ
ヤ
ジ
ユ
ロ
ウ
タ
イ
フ
と
読
ま
せ
て
い
る
)
は
、
宇
治

⑪
寛
政
十
一
年
三
冬
、
宇
治
領
中
之
地
蔵
町
寂
照
寺
住
持
月
倦
和
尚
画
事

 
高
名
二
付
、
或
人
韓
信
か
人
の
跨
を
く
＼
る
状
を
頼
け
る
に
、
即
画
て

 
与
へ
た
り
。
こ
の
画
を
京
都
露
庵
へ
毒
す
。
こ
の
賛
の
歌
を
趣
け
る
に

 
駆
引
即
よ
み
て
書
付
た
り
け
る
。

 
 
 
 
後
つ
ひ
に
海
と
な
る
へ
き
山
水
も

 
 
 
し
は
し
木
の
葉
の
し
た
く
＼
る
な
り

 
 
此
歌
を
書
付
与
へ
た
り
け
り
。

 
露
庵
は
小
沢
薦
庵
。
経
雅
と
直
接
交
流
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
盧
庵
門
人

の
橋
本
経
緯
と
経
雅
と
は
交
渉
が
あ
っ
た
。
同
年
十
月
九
日
、
京
よ
り
経
亮

が
参
宮
し
、
経
回
を
訪
問
し
た
が
、
あ
い
に
く
末
寿
館
に
出
か
け
て
留
守
中

と
知
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
こ
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
経
雅
に
面
会
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

 
実
は
、
⑪
の
記
事
と
一
丁
隔
て
て
、
円
山
応
挙
の
絵
に
澄
月
が
賛
を
し
た

記
事
が
見
え
る
。
澄
月
は
薗
庵
と
並
ぶ
京
の
有
力
歌
人
で
、
藍
庵
と
親
交
も

あ
っ
た
。
応
挙
は
月
倦
の
師
と
い
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
記
事
は
、
⑪
と
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あ
わ
せ
て
京
の
人
か
ら
得
た
情
報
を
書
き
つ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
京

の
人
に
は
十
月
目
親
交
を
暖
め
た
定
心
を
想
定
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
記
事
に
い
う
「
或
る
人
」
は
面
食
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

 
ま
た
経
亮
は
、
宣
長
七
十
賀
歌
を
は
じ
め
、
こ
の
度
の
旅
行
で
詠
ん
だ
歌

を
冊
子
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
が
林
若
樹
氏
の
も
と
に
伝
わ
り
、
三
村
竹

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 

清
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
三
村
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
冊
子
は
経
亮

の
自
筆
詠
草
に
師
・
都
響
が
加
記
し
た
も
の
ら
し
い
。
歌
集
に
は
二
曹
に
会
っ

た
こ
と
を
示
す
歌
が
見
え
ず
、
経
雅
の
記
録
に
も
経
亮
と
月
倦
と
の
遊
遁
に

つ
い
て
は
触
れ
な
い
け
れ
ど
、
吉
士
が
旅
で
詠
ん
だ
歌
に
師
の
達
士
を
乞
う

た
際
、
旅
で
得
た
月
華
の
絵
を
も
見
せ
た
と
い
う
想
像
は
不
可
能
で
あ
ろ
う

か
。 

な
お
経
雅
は
、
こ
の
記
事
よ
り
「
月
仙
」
「
基
層
」
の
表
記
を
併
用
し
て

い
る
。

⑫
享
和
元
酉
八
月
二
十
一
日
、
宇
治
二
郷
年
寄
、
御
奉
行
土
佐
守
正
貴
招

 
請
。
於
中
之
切
町
年
寄
会
合
所
二
侍
酒
饗
応
ス
。
為
地
走
中
之
地
蔵
町

 
寂
照
寺
住
持
月
倦
上
人
相
招
、
令
画
題
候
。
黄
昏
被
帰
去
。
月
仙
ハ
小

 
子
経
雅
三
十
年
来
之
懇
意
也
。
年
々
年
始
入
来
。
自
画
痛
撃
等
野
送
候
。

 
小
子
も
彼
寺
へ
罷
越
恭
々
申
返
候
。
何
ぞ
有
用
事
者
可
承
候
由
。
使
者

 
遣
、
恭
候
由
申
返
盃
。
帰
孤
樹
時
不
沙
汰
、
傍
送
り
人
も
不
遣
候
。

記
事
の
中
で
懇
意
と
さ
れ
る
点
で
、
月
草
と
本
居
大
平
と
は
控
壁
で
あ
る
。

三
十
年
来
と
い
う
の
は
二
十
年
来
の
書
き
誤
り
か
、
や
や
大
雑
把
な
把
握
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
月
倦
が
寂
照
寺
に
入
っ
て
よ
り
二
十
六
年
目
で
あ
っ
た
か

ら
。
そ
の
官
職
は
年
寄
家
御
師
た
ち
の
山
田
奉
行
接
待
に
、
相
伴
と
い
う
よ

り
も
座
興
の
た
あ
に
呼
ば
れ
て
筆
を
揮
っ
た
。
そ
の
つ
い
で
に
経
雅
に
用
-

絵
の
注
文
1
は
な
い
か
た
ず
ね
て
き
た
の
で
あ
る
。
月
倦
に
「
送
り
人
」
を

遣
わ
さ
な
か
っ
た
と
あ
る
か
ら
、
月
頭
は
単
身
、
文
中
の
使
者
は
経
雅
か
ら

の
も
の
と
見
、
経
雅
は
相
伴
に
あ
ず
か
ら
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。

⑬
享
和
二
年
戊
正
月
の
こ
と
、
孫
福
館
大
夫
(
察
経
の
子
・
岩
千
代
が
継

 
い
で
い
た
。
)
の
手
代
・
石
川
布
忠
が
以
下
の
こ
と
を
伝
え
て
く
る
。

朝
明
郡
羽
津
村
の
孫
福
家
旦
家
・
森
玄
仙
景
福
な
る
医
師
が
、
安
濃
津

藤
堂
侯
か
ら
鶴
を
一
つ
が
い
拝
領
し
た
の
で
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
、

そ
こ
で
、
こ
れ
に
ち
な
ん
で
鳥
舎
の
斎
号
と
、
そ
の
額
を
経
雅
に
依
頼

し
た
い
と
。
経
雅
は
蹴
上
斎
(
の
ち
の
記
事
に
「
藍
上
亭
」
)
と
命
名
…

且
又
中
之
地
蔵
町
寂
照
寺
へ
罷
臨
月
仙
上
人
二
件
の
藍
上
斎
の
図
を
為

画
、
庭
上
鶴
一
昔
遊
居
候
体
、
逸
士
竹
群
皆
様
為
業
、
送
遣
候
。

⑭
享
和
二
年
壬
戌
十
月
五
日
朝
明
郡
直
隠
川
村
石
川
半
右
衛
門
布
忠
任
頼
、

 
於
月
仙
方
二
、
事
代
主
命
於
三
穂
の
崎
釣
鯛
画
為
認
、
右
之
上
へ
小
子

 
歌
書
付
候
様
相
願
。
傍
詠
之
書
記
候
。
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母
呂
加
美
乃
。
御
尾
前
止
志
天
。
大
御
門
。

 
登
波
ホ
万
毛
良
須
。
伊
佐
乎
多
布
登
吉
。

 
 
 
 
 
 
 
(
中
略
)

尚
又
森
玄
仙
よ
り
当
春
望
遣
候
藍
上
里
之
額
、

由
、
為
御
礼
一
種
差
上
候
由
也
。

其
外
之
事
共
百
薬
存
候

 
布
忠
は
先
に
も
藍
鼠
画
を
所
望
し
て
い
た
が
、
別
に
宣
長
の
吉
野
山
歌
の

軸
も
昏
怠
に
譲
渡
を
乞
う
て
お
り
、
名
家
の
作
品
を
手
元
に
集
め
よ
う
と
し

て
い
た
ら
し
い
。
森
は
至
忠
の
地
元
の
医
師
で
孫
福
旦
家
で
あ
っ
た
こ
と
先

の
記
事
の
通
り
。

⑮
享
和
三
購
買
秋
宇
治
領
中
之
地
蔵
町
寂
照
寺
月
仙
輪
蔵
造
立
。
諸
経
調

 
納
。
八
月
六
日
よ
り
右
之
供
養
執
行
有
之
。
日
夜
貴
賎
参
群
集
。

 
こ
れ
が
『
雑
記
』
に
見
え
る
月
侮
の
記
事
で
最
後
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
触
れ
る
の
は
現
在
も
寺
に
残
る
総
量
造
り
の
回
転
式
八
角
輪
蔵
で
、
設
計

は
月
賦
の
手
に
な
る
も
の
。
彼
は
寛
政
九
年
か
ら
伽
藍
整
備
事
業
に
と
り
か

か
り
、
同
十
二
年
春
に
山
門
、
大
殿
、
庫
裏
、
書
院
な
ど
を
竣
工
。
輪
蔵
の

新
築
も
こ
の
年
よ
り
と
り
か
か
っ
た
。
三
年
後
に
輪
蔵
が
完
成
し
、
落
慶
供

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
 

養
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
月
蝕
は
こ
れ
よ
り
六
年
後
に
遷
化
。
経
雅
は
落

慶
よ
り
三
年
後
、
先
に
逝
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
『
雑
記
』
は
没
年
ま
で
営
々

と
書
き
継
が
れ
る
が
、
月
倦
の
名
は
、
こ
の
記
事
以
降
見
ら
れ
な
い
。

四

 
以
上
を
見
て
き
て
少
々
奇
異
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
三
禰
宜
と
い
う
高
位

の
神
官
が
緬
衣
と
親
交
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

 
神
宮
が
墨
染
め
を
忌
避
す
る
こ
と
は
、
芭
蕉
の
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
を
は

じ
め
諸
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
、
わ
ざ
わ
ざ
僧
尼
用
の
拝
所
を
設

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ね
 

け
て
、
そ
れ
以
外
で
の
参
拝
を
規
制
し
た
こ
と
も
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

 
神
宮
の
か
よ
う
な
姿
勢
の
一
方
で
、
外
宮
方
の
三
方
年
寄
家
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
宗
門
が
あ
り
、
寺
院
の
請
書
を
徴
せ
ら
れ
、
課
役
す
ら
あ
っ
た
。
そ
れ

で
も
内
宮
方
で
は
、
年
寄
家
で
宗
門
を
持
つ
も
の
は
な
く
、
唯
一
神
道
と
称

 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 
 

し
て
通
用
せ
し
め
た
ら
し
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
内
宮
禰
宜
の
経
雅

と
月
倦
と
の
交
友
は
、
や
は
り
異
色
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 
ち
な
み
に
経
雅
は
、
寛
政
十
一
年
四
月
五
日
、
菩
提
山
神
宮
寺
の
上
に
あ

る
称
応
院
で
、
宣
長
・
大
平
一
行
と
出
会
い
、
歌
を
詠
み
か
わ
し
て
、
そ
の

歌
里
を
寺
に
遺
し
て
い
く
。
場
所
が
神
宮
寺
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
引
き
合
い
に
、
経
雅
が
寺
院
に
対
し
て
柔
軟
な
姿
勢
を
も
っ
て
い
た
と

判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
と
す
れ
ば
、
月
催
と
の
交
友
が
、
宗
教
的
な
意
識
と
は
別
の
と
こ
ろ
で
成

立
す
る
人
間
関
係
で
あ
っ
た
と
見
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

⑮
の
記
事
は
、
輪
蔵
落
慶
供
養
の
二
面
を
簡
潔
に
素
っ
気
な
く
記
録
す
る
。

し
か
し
「
乞
食
月
傷
」
ど
軽
侮
さ
れ
た
彼
の
評
価
を
一
転
さ
せ
る
伽
藍
再
興
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事
業
の
達
成
点
に
位
置
す
る
の
が
輪
蔵
落
慶
で
あ
り
、
墓
碑
銘
は
当
然
、
こ

れ
を
賞
賛
し
て
や
ま
な
い
(
注
6
三
村
氏
論
文
参
)
。
こ
こ
で
は
代
わ
り
に
、

『
古
画
備
考
』
に
谷
文
晃
談
と
し
て
載
せ
る
記
事
を
引
こ
う
。

 
 
共
産
も
豊
に
成
り
し
時
大
破
も
修
理
を
加
へ
追
々
再
建
し
経
文
も
さ
ら

に
な
か
り
し
を
買
集
め
自
分
の
栄
耀
に
ハ
少
し
も
費
や
す
こ
と
な
く
ひ
た
す

ら
再
興
の
志
た
ゆ
む
こ
と
な
か
り
け
る
に
…
輪
蔵
を
建
候
時
に
古
市
奈
良
に

て
も
其
徳
義
を
感
じ
、
勧
め
ず
し
て
法
財
を
寄
附
し
、
志
願
の
如
く
山
門
迄

 
 
 
 
 
 
ぬ
 

も
出
来
し
と
也
。

 
経
雅
は
月
倦
と
交
流
す
る
中
で
、
伽
藍
再
興
事
業
を
目
の
当
た
り
に
し
て

い
た
は
ず
だ
し
、
輪
蔵
の
こ
と
も
、
友
人
が
設
計
し
た
段
階
か
ら
普
請
ま
で

経
過
を
知
り
え
る
立
場
に
あ
っ
た
。
一
方
で
、
そ
の
友
人
が
画
事
に
金
を
む

さ
ぼ
る
と
の
悪
評
も
耳
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
経
雅
は
、
伽

藍
再
興
と
い
う
大
義
名
分
が
友
の
画
事
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

理
解
で
き
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
友
の
事
業
の
完
成
を
、
な
ぜ
か
く

も
淡
々
と
記
録
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
か
。
大
義
名
分
な
る
も
の
が
仏
教
の
興

隆
に
関
わ
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
神
な
が
ら
の
道
と
は
無
縁
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
輪
蔵
以
外
の
竣
工
に
つ
い
て
は
記
さ
な
い
。
そ
れ
で
も
事
業
の
到
達

点
だ
け
は
、
記
録
に
だ
け
と
ど
あ
た
い
。
⑮
の
素
っ
気
な
い
記
述
は
、
磁
心

の
そ
う
し
た
心
を
反
映
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

 
ま
た
経
雅
は
、
寛
政
十
一
年
に
他
家
を
継
い
だ
四
男
を
伴
っ
て
寂
照
寺
を

訪
う
て
い
る
が
、
男
・
察
経
は
寛
政
八
年
の
段
階
で
旦
家
よ
り
月
敵
艦
を
懇

望
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
三
年
後
に
察
経
を
月
倦
に
紹
介
し
、
「
今
よ
り
懇
情

申
し
返
し
候
様
申
し
入
」
れ
る
の
も
、
い
ま
さ
ら
の
感
が
な
い
で
も
な
い
。

察
経
を
出
家
と
懇
意
に
さ
せ
る
の
は
、
養
家
で
あ
る
孫
福
家
に
遠
慮
す
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
て
、
紹
介
が
遅
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
息
の
養
父
は
天
明
六
年
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

察
経
が
縁
組
し
た
年
に
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
、
遠
慮
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

孫
福
姓
と
な
っ
た
察
経
自
身
に
で
あ
っ
た
。
内
宮
方
は
年
寄
家
で
さ
え
宗
門

を
も
た
ぬ
と
こ
ろ
へ
、
孫
福
は
物
忌
家
と
い
う
由
緒
を
も
つ
。
よ
っ
て
経
雅

は
紹
介
を
控
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
旦
家
の
絵
の
依
頼
や
手
代
・

布
忠
が
月
鱈
に
強
い
関
心
を
も
っ
た
こ
と
に
機
を
得
て
、
察
経
自
身
が
寂
照

寺
同
行
を
申
し
出
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
連
累
が
僧
侶
で
あ
る
こ
と
、
悪
評
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
経
雅
サ
ー
ク
ル
に

関
わ
る
和
学
者
た
ち
に
も
微
妙
な
陰
影
を
お
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
本
居
大
平
と
経
雅
と
の
交
友
を
述
べ
る
別
稿
に
お
い
て
論
じ
た

い
。

 
経
雅
は
月
倦
を
「
上
人
」
と
は
呼
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、
彼
が
仏
事
や
慈

善
事
業
に
携
わ
る
姿
を
殆
ど
記
さ
な
い
。
潤
筆
料
で
荒
稼
ぎ
す
る
生
臭
坊
主

の
悪
評
も
、
民
衆
を
救
憧
す
る
高
僧
へ
の
畏
敬
も
『
雑
記
』
に
は
無
縁
。
画

人
と
し
て
の
姿
が
あ
り
、
酒
を
汲
ん
で
衿
契
の
交
わ
り
を
結
ぶ
友
の
姿
が
あ

る
の
み
で
あ
る
。
戸
井
が
宗
教
的
な
意
識
と
は
別
な
と
こ
ろ
で
、
人
間
・
月

鱈
に
親
し
ん
だ
と
考
え
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。
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ま
た
『
雑
記
』
の
記
録
に
よ
り
、
月
餅
の
画
塾
の
実
態
が
確
認
で
き
た
。

 
さ
ら
に
彼
の
名
声
が
京
に
ま
で
届
い
て
い
た
こ
と
、
経
亮
か
と
思
わ
れ
る

人
物
が
絵
を
注
文
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

 
そ
し
て
、
御
師
か
ら
の
依
頼
を
取
次
ぐ
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
に
注
意
し
た

い
。
こ
れ
は
、
御
師
仲
間
の
間
で
、
経
雅
・
月
偲
の
交
友
が
広
く
知
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
さ
ら
に
重
要
な
問
題
は
、
御
師
を
始
め
と
す
る
地

元
伊
勢
地
方
の
人
間
が
わ
ざ
わ
ざ
経
連
の
仲
介
を
依
頼
し
た
理
由
で
あ
る
。

注
6
三
村
氏
論
文
に
口
碑
と
し
て
次
の
よ
う
な
話
を
紹
介
す
る
。
寺
の
普
請

中
、
月
面
が
、
人
夫
の
手
間
賃
と
自
画
・
自
画
賛
扇
子
を
い
く
つ
も
並
べ
、

銭
か
絵
か
好
き
な
方
を
持
っ
て
い
け
と
言
っ
た
ら
、
多
く
は
銭
を
持
っ
て
い
っ

た
。
し
か
し
好
事
家
が
こ
れ
を
聞
い
て
つ
め
か
け
、
扇
面
画
を
手
間
賃
よ
り

高
値
で
買
っ
て
い
き
、
し
ま
い
に
は
書
画
屋
ま
で
が
来
て
扇
面
画
を
あ
さ
る
。

し
ま
い
に
人
夫
も
手
間
賃
よ
り
扇
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
と
。
月
倦
は
コ
扇

子
か
、
扇
子
は
も
う
か
い
た
、
皆
の
仕
事
を
わ
し
は
半
日
で
す
ま
し
た
じ
ゃ
」

と
う
そ
ぶ
い
た
。

 
こ
れ
は
あ
く
ま
で
口
碑
に
す
ぎ
ず
、
現
実
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
こ
こ
ま
で
軽
忽
に
三
位
を
試
み
る
人
な
ら
、
早
田
に
せ
よ
末
寿
に
せ
よ

経
雅
を
通
さ
ず
と
も
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
口
碑
に
言
う
ほ
ど
仕
上
げ

が
早
け
れ
ば
、
⑨
の
よ
う
に
鳥
羽
藩
家
老
か
ら
の
注
文
を
遅
滞
さ
せ
る
わ
け

な
ど
な
い
。

 
ま
た
先
に
引
い
た
谷
文
晃
談
で
は
「
其
礼
甘
み
な
金
子
に
て
収
納
せ
ら
れ

絵
よ
り
も
先
に
頼
候
時
に
差
出
し
候
例
に
て
其
多
少
に
よ
り
て
ゑ
か
か
れ
り
」

と
あ
る
し
、
同
じ
く
三
村
氏
論
文
が
引
く
『
鶴
甲
文
鋤
』
に
も
同
様
の
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
『
雑
記
』
が
記
す
範
囲
で
は
信
じ
る
に
た
り
な

い
。
さ
ら
に
別
の
資
料
を
補
う
な
ら
、
三
村
氏
論
文
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
氏

所
蔵
の
書
簡
(
宛
て
所
ま
で
は
紹
介
し
て
い
な
い
)
に
は
、
龍
の
図
に
対
し

「
御
礼
金
百
疋
語
意
恭
」
と
あ
り
、
も
う
一
通
に
は
「
八
枚
認
差
上
候
、
蓋

賛
語
意
候
…
御
謝
義
金
弐
百
疋
御
恵
賜
恭
」
と
あ
る
。
百
疋
は
経
雅
の
記
録

に
も
あ
る
値
で
、
基
準
額
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
す
れ
ば
後
者
は

随
分
割
安
だ
け
れ
ど
、
最
初
か
ら
注
文
主
に
額
を
聞
い
て
描
い
て
い
る
風
に

読
め
な
い
し
、
前
金
制
で
は
決
し
て
な
い
。
『
雑
記
』
に
見
る
月
倦
は
、
普

請
費
用
捻
出
の
た
め
に
、
金
額
次
第
で
、
誰
彼
の
区
別
な
く
、
や
た
ら
筆
を

と
る
僧
で
は
な
か
っ
た
。

 
武
家
も
医
師
も
御
師
も
一
様
に
、
経
雅
を
間
に
立
て
て
月
古
画
を
望
ん
だ

の
は
、
寛
政
八
年
こ
ろ
か
ら
輪
蔵
落
慶
ま
で
、
住
持
の
絵
が
望
み
通
り
、
自

由
に
入
手
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
経
雅
が
仲
介
を
と
っ

た
諸
人
は
、
画
題
を
指
定
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
恐
ら
く
望
み
の
題
の
絵

を
、
早
く
確
実
に
入
手
す
る
に
は
、
経
雅
の
く
ち
き
き
が
効
果
観
菊
と
思
わ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
、
二
人
の
普
段
の
交
友

を
知
る
律
儀
サ
ー
ク
ル
圏
内
の
者
で
あ
る
。
経
雅
へ
の
注
文
が
殆
ど
地
元
の

人
物
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
う
い
う
わ
け
で
で
あ
ろ
う
。

 
『
雑
記
』
は
日
次
記
で
は
な
い
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
な
い
取
次
ぎ
の
ケ
ー

ス
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
⑫
に
見
え
る
「
何
ぞ
有
用
事
者
可
承
引
」
と
い
う

月
倦
の
気
遣
い
は
、
経
雅
か
ら
の
注
文
が
多
か
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
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絵
は
経
雅
の
仲
介
を
経
て
御
師
の
旦
家
や
御
師
自
身
の
手
元
に
届
け
ら
れ
た
。

月
倦
画
の
普
及
に
は
、
寛
雅
の
サ
ー
ク
ル
と
御
師
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
果
た

し
た
役
割
も
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

注
1
 
平
成
十
五
年
度
日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
に
お
け
る
加
藤
弓
枝
氏
の

 
 
 
発
表
「
伊
勢
御
師
の
学
芸
」
が
注
目
さ
れ
る
。

注
2
 
 
「
近
世
文
学
研
究
と
評
論
」
平
成
7
年
第
四
九
号
に
あ
る
拙
稿
「
清
渚

 
 
 
集
に
お
け
る
一
足
・
秋
成
・
一
女
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
経
雅
が
三
女

 
 
 
筆
の
扇
面
を
所
持
し
て
い
た
事
実
を
指
摘
し
た
が
、
雑
記
に
麗
女
の
名

 
 
 
が
見
ら
れ
る
の
は
こ
れ
と
、
幾
つ
か
の
三
女
著
作
を
貸
与
し
た
記
事
く

 
 
 
ら
い
で
あ
る
。

注
3
 
月
倦
は
『
経
雅
卿
雑
記
』
を
始
め
諸
資
料
に
「
月
仙
」
と
表
記
さ
れ
て

 
 
 
い
る
。
彼
の
号
の
表
記
は
四
種
類
に
わ
た
る
こ
と
が
、
以
下
の
本
文
で

 
 
 
紹
介
す
る
浜
口
良
光
氏
の
著
書
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
「
月
仙
」

 
 
 
は
生
涯
随
時
に
使
用
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
本
稿
の
本
文
中
で
は
、
伊

 
 
 
勢
市
立
郷
土
資
料
館
に
お
け
る
特
別
展
に
お
い
て
「
月
倦
」
の
表
記
が

 
 
 
採
用
さ
れ
て
い
る
の
に
従
う
こ
と
に
し
た
。

注
4
 
岡
崎
市
教
育
委
員
会
編
『
岡
崎
市
史
 
絵
画
』
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
ほ

 
 
 
か
『
宇
治
山
田
市
史
』
で
も
月
倦
に
触
れ
る
。
伊
勢
市
立
郷
土
資
料
館

 
 
 
で
平
成
五
年
二
月
二
十
七
日
よ
り
開
催
さ
れ
た
第
六
回
特
別
展
の
図
録

 
 
 
『
画
僧
 
月
悟
』
も
簡
便
な
が
ら
要
を
得
た
月
三
三
を
掲
載
す
る
。

注
5
 
参
「
大
日
本
文
庫
 
芸
道
篇
『
画
道
集
』
」
(
滝
精
一
校
訂
 
春
陽
堂

 
 
 
昭
和
十
三
年
)
。
た
だ
し
書
き
下
し
は
筆
者
に
よ
る
。

注
6
 
中
林
竹
洞
『
竹
洞
画
論
』
は
「
亦
悪
俗
の
甚
だ
し
き
は
月
仙
が
流
れ
な

 
 
 
り
」
な
ど
と
手
厳
し
い
。
山
口
論
文
参
。
日
本
書
誌
学
大
成
『
三
村
竹

注
7

注
8

注
9

注
1
0

注
1
1

注注
13 12

二二
15 14

清
客
』
第
七
巻
(
言
責
堂
書
店
刊
)
所
収
「
画
僧
月
倦
」
に
も
近
世
期
に
お

け
る
月
鱈
評
伝
が
集
め
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
の
こ
と
。

日
本
古
典
全
集
第
二
期
『
西
遊
日
記
』
(
昭
和
二
年
 
正
宗
敦
夫
ほ
か
編

 
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
)

森
銑
三
「
完
本
蕉
斎
筆
記
を
読
む
」
『
森
銑
三
著
作
集
』
第
十
一
巻
(
中

央
公
論
社
 
昭
和
六
十
四
年
)

『
経
雅
卿
雑
記
』
は
神
宮
文
庫
蔵
自
筆
本
を
も
と
に
翻
刻
し
た
。
表
記

は
現
行
の
字
体
に
あ
ら
た
め
、
読
み
や
す
さ
の
便
を
は
か
っ
て
句
読
点

を
付
し
た
。

日
本
書
誌
学
大
成
『
三
村
三
三
集
』
第
七
巻
所
収
「
橋
本
軽
亮
伊
勢
に

遊
び
し
折
の
和
歌
」

伊
勢
市
立
郷
土
資
料
館
第
六
回
特
別
展
図
録
『
一
台
月
傷
』
掲
載
の
年

譜
に
よ
る
。

『
宇
治
山
田
市
史
』
3
8
2
頁
に
よ
る
。

旅
の
民
俗
と
歴
史
5
『
伊
勢
参
宮
』
(
宮
本
常
一
編
著
 
八
坂
書
房
 
昭

和
六
二
年
)
1
6
0
頁
。

注
1
0
三
村
論
文
に
よ
る
。

『
自
民
真
新
』
に
よ
る
。
『
大
神
宮
儀
式
解
』
付
録
「
中
川
経
雅
卿
伝
」

の
翻
刻
を
使
用
。

貴
重
な
資
料
閲
覧
の
便
宜
を
は
か
っ
て
下
さ
っ
た
神
宮
文
庫
に
深
く
感

謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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中
川
経
雅
の
交
友
録
-
画
僧
・
月
倦
と
の
友
情


